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日本海沿岸東北自動車道の建設工事（村上市仲間町～岩沢間）の
掘削土砂等に関する土壌の調査・分析結果について（お知らせ）

－基準値を超える重金属類は、検出されませんでした－

国土交通省羽越河川国道事務所が施工している日本海沿岸東北自動車道の、村上市仲間
町～岩沢間の建設工事において、掘削土砂や盛土の土壌調査を実施した結果、基準値を超
える重金属類は検出されませんでした。

本調査は、先にお知らせした村上ＩＣ（仮称）及び県道岩船港線の工事で、掘削土砂等
の一部から自然的原因による基準値を超えた重金属類が検出されたことを受けて、当事務
所が担当する工事区間内の掘削土砂及び県道岩船港線から搬入した盛土の土砂について実
施したものです。 （調査・分析結果は「別紙」のとおり）

当面、県道岩船港線の現場から土砂を搬入する盛土工事では、基準値を超えないと確認
された土砂を使用し、基準値を超えた土砂の取り扱いについては、１０月２日に発足した
専門家や関係機関等で組織する「土壌対策検討委員会」での審議を踏まえて対応します。

－参 考－

【９月２４日発表】 日本海沿岸東北自動車道および県道岩船港線の工事において自然的原因に
よる重金属が検出されました

－ 直ちに周辺環境に影響を与えるものではありません －

【１０月１日発表】 「日本海沿岸東北自動車道（荒川ＩＣ[仮称]～朝日ＩＣ[仮称]）土壌対策
検討委員会」の開催について
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別紙

有害物質名 指定区分 指定基準値
分　析
検体数

基準値
超過数

分析結果（範囲）

土壌溶出量 0.01 以下 0 不検出 ～ O.006

土壌含有量 150 以下 0 不検出 ～ O.57

土壌溶出量 0.05 以下 0 不検出

土壌含有量 250 以下 0 不検出

土壌溶出量 0.0005 以下 0 不検出

土壌含有量 15 以下 0 不検出 ～ O.07

土壌溶出量 0.01 以下 0 不検出 ～ O.007

土壌含有量 150 以下 0 不検出 ～ O.09

土壌溶出量 0.01 以下 0 不検出 ～ O.006

土壌含有量 150 以下 0 不検出 ～ 23

土壌溶出量 0.01 以下 0 不検出 ～ O.003

土壌含有量 150 以下 0 不検出 ～ 14

土壌溶出量 0.8 以下 0 不検出 ～ O.6

土壌含有量 4000 以下 0 不検出 ～ 5

土壌溶出量 １ 以下 0 不検出 ～ O.3

土壌含有量 4000 以下 0 不検出 ～ 12

有害物質名 指定区分 指定基準値
分　析
検体数

基準値
超過数

分析結果（範囲）

土壌溶出量 0.01 以下 0 不検出 ～ O.004

土壌含有量 150 以下 0 不検出

土壌溶出量 0.05 以下 0 不検出 ～ O.03

土壌含有量 250 以下 0 不検出 ～ O.5

土壌溶出量 0.0005 以下 0 不検出

土壌含有量 15 以下 0 不検出

土壌溶出量 0.01 以下 0 不検出 ～ O.005

土壌含有量 150 以下 0 不検出

土壌溶出量 0.01 以下 0 不検出

土壌含有量 150 以下 0 不検出 ～ 12

土壌溶出量 0.01 以下 0 不検出 ～ O.007

土壌含有量 150 以下 0 不検出 ～ 5

土壌溶出量 0.8 以下 0 不検出 ～ O.47

土壌含有量 4000 以下 0 不検出 ～ 110

土壌溶出量 １ 以下 0 不検出

土壌含有量 4000 以下 0 不検出

（単位：溶出量＝mg／L、含有量＝mg／kg）
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重金属等の調査結果

されませんでした。

（１）掘削土に対する調査結果（村上市仲間町）

　羽越河川国道事務所の工事区間における調査は、「土壌汚染対策法」に指定される自然界の地盤に

　なお、土壌汚染対策法の第二種特定有害物質（重金属等）には、シアン化合物が含まれますが、当該

物質は自然界に存在しないため、調査の対象外としました。

　調査結果は、全ての検体において土壌溶出量及び土壌含有量ともに、指定基準値を超える値は検出

存在する重金属類８種類について、５１検体の分析を実施しました（下表を参照）。

（２）盛土に対する調査結果（村上市天神岡～岩沢、県道岩船港線から搬入）
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